


































高める役割は共通している。 （図１）の光背付き 醍醐寺三宝院弥勒堂快慶作弥勒菩薩坐像と（図２）の光背のな姿とではその印象 大きく異なる。当然ではあるが光背付きは作品全体の大きさが明らかに光背なしと比べて高さ、幅ともにあり、立派である。このように光背は作品全体を大きく見せる効果がある。 らに 光 付きは光背を含めた高さのほぼ中央に仏像の顔が位置していて、落ち着き よい。どちらの場合も仏像本 は同じはずなのだが、光背のない方は背景に何もないため仏像本体の輪郭が っきりしているのに対し、 付きはそれがぼやけて、一見やや膨張して見える。また光背の二重円相部の形 よって肩や腕の周りの部分が強調され、がっちりしているように見える。さらに、 日常 目 することのな と意匠の装飾 よって仏像の形 もつ人間らし と現実感が薄れる。このように は仏像を仏像らしく見せる上できわめ 重要である。
このような役割をもつ光背は仏像全体をよりよく見せるために本体との調和を考えて制作される。古代において仏






































































光所に充てられ、息長画師に渡されている（ 『正倉院文書』 ） 。これについて根立研介氏は、大仏をつくる際に光背の下図のようなものを描くための用紙が画師に与えられたのではないか 推測して る
（５）
。光背本体、あるいは化仏など
の細部の装飾、意匠などを描いた であろうか。この史料は実忠が光背造営に かわ 以前 ものではあるが、光背は造形の専門家である画師や仏師によって大仏にふさわしく考えられていて、 それをよく理解していたのかもしれない。
東大寺大仏の造営は一般的な寺院での造仏と比較するときわめて大規模であり、仏像本体がほとんど完成したあと
で光背の造営が始まっているが、こ ような場合でも光背と本体と 調和 大切に考えられていた。一般的な仏像をつくる場合には仏像 種類、形、大きさ、細部のデザインの考案と平行 て調和した光背の 形が構想されたに違いない。
実際に仏像調査の現場において仏像と光背とが同時につくられたものか、そうでないかを判断するときにも両者の















































めに高さ、幅などの数値を用いた検討が「視覚的な印象」 「見た目 形」とかなりの程度一致する。また、単純な形状であることか 複 作品 おいても同一の定点を把握しやすく計測値 計測者による誤差は発生しにくい。ここではことばだけではなく、 に って作風比較を行うことでより客観 作風変遷の理解を試みたい。
ところで現在の仏像の調査では数値を用いた比較ができるほど光背の寸法データが細部まではとられてい い。光












































九世紀、 承和七年（八四〇）京都府広隆寺阿弥陀如来像の重なり方 程度は〇・五 で前 時代 あまりかわらない。













数値で、重なりが浅いが、八世紀半ば頃にな と〇・五 超し、重なり方 程度が深く る。この 合いは九世紀末までほぼかわらない 、十世紀には〇・五〇前後に下がり、さらに十世紀半ば以降はそれよりも重なりが浅 〇・五〇を下回る作品が徐々に増え 平安時代後期にあたる十一世紀か 十二 初め頃にな と、ほとんどの作品が〇・五〇を下回る。そして、十二世紀半ば以降、つまり鎌倉時代に近づい く と〇・五〇を下回る作品 中でも〇・五〇に近い数値の作品も出てくる、という変化のようすがわかる。
数値と分布図によって提示した二重円相光背の頭光と身光の重なり方の時代による変化は、およそ次のようにまと















































森厳、端正、穏和などのように説明される。このような特徴のつかみ方は確かにその像の特色をわかりやすく伝えるが、実際の作品 見る 、同じ時代の仏像にも、体格のがっしりとしたものと華奢なもの、背の高いものと低いもの、重厚なものと軽妙なものが併存している。二重円相光背 単純な形状だから そ、そ 特色と時代性をわかりやすくしめしている。ここで注目した二重円相光背 頭光と身 重 り方の程度の数値 仏像本体 作風を数値であらわしているとも えるかもしれない。
九世紀から十世紀の平安時代前期の二重円相光背は、短く太い首と肉付きのよいがっちりとした身体をもつ仏像本
体を余裕をもって大きく囲い、仏像がさらに堂々と見えるよう そ 比率が工夫されている。十一世紀の平安 後期の光背は仏像の体に沿うように縦長ですっきりと た印象を与え 十一世紀の仏像にかりに九世紀の重 り方深い二重円相光背を組み合わせたとすれば 光背の大きさと造形の力強さばかりが目立ち、逆に仏像本体は貧相に見えてしまう。
このように二重円相光背の二重円相部 形は仏像と調和していて、さらにそのことにより各時代の仏像の造形の特



















背の荘厳意匠について」 （ 『駒澤女子大学研究紀要』第二号、一九九五年） 、長谷川誠「法隆寺金堂薬師如来坐像の光 意匠について」 （ 『駒澤女子大学研究紀要』第四号、一九九七年） 、津田徹英「飛天光背の展開」 （ 『芸術学』一七、 二〇一三年。 『平安密教彫刻論』所収、二〇一六年、中央公論美術出版） 、井上一稔「勝持寺薬師如来檀像について（上） （下） 」 （上『文化学年報』第六五輯、二〇一六年。下『博物館学年報』四七、 二〇一六年）などがある。光背の造形と当時の信仰との関係 いて論じたものとして、皿井舞「平安時代中期における光背意匠の転換――平等院鳳凰堂阿弥陀如来像光背における雲文の成立を中心に――」 （ 『美術史』五 、 二〇〇二年） 、 冨島義幸「阿弥陀如来像の大日光背について」 （ 『仏教芸術』三〇一、 二〇〇八年） 、海野啓之「仏像光背と祈りの構造―平安後期「飛天光」と平等院鳳凰堂」 （ 『美術史学』第三〇号、二〇一 年） 、海野啓之「仏像光背考――〈ほとけ・像・人〉の場と空間 （ 『空間史学叢書一
　
痕跡と叙述』 、二〇一三年、岩田書院）などがある。
（3）石田茂作「仏像光背の種類と変遷」 『考古学雑誌』三〇、 一九四 年）（4）『東大寺要録』 （筒井英俊校訂、 九七一年、国書刊行会）（5）根立研介「東大寺盧舎那大仏の荘厳をめぐって」 （註
（1）、前掲報告書所収）


































法華説相図より如来坐像　 長谷寺（奈良県） 銅板 1.37 0.40













8 世紀初め 三尊像中尊 法隆寺（奈良県） 押出仏型 1.38 0.43
8 世紀半ば 彩絵仏像幡 正倉院（奈良県） 染色 ― 0.47
8 世紀半ば 仏像型 正倉院（奈良県） 押出仏型 1.75 0.66
天平勝宝4年以降 752 年以降 盧舎那仏台座蓮弁線刻如来像　 東大寺（奈良県） 銅造
線刻
1.73 0.72











宝亀 2年 771 年 盧舎那仏
（12世紀『信貴山縁起絵巻』）※ 3
東大寺（奈良県） 絵画 ― 0.61




8 世紀後半 法華堂根本曼荼羅のうち中尊 ボストン美術館
（アメリカ）
絵画 1.79 0.71
8 世紀後半 如意輪観音坐像　 岡寺（奈良県） ― 0.56
8 世紀末 薬師如来坐像　 新薬師寺（奈良県） 1.54 0.55
9 世紀半ば 阿弥陀如来坐像　 広隆寺（京都府） 1.59 0.51
仁和 4年 888 年 阿弥陀如来坐像※ 4 仁和寺（京都府） 1.58 0.48
寛平 4年 892 年 弥勒仏坐像　 慈尊院（和歌山県） 1.51 0.69
9 世紀後半 薬師如来坐像　 東明寺（奈良県） 1.45 0.71
9 世紀後半 千手観音坐像　 屋島寺（香川県） 1.84 0.72
9 世紀後半 菩薩半跏像　 東京国立博物館 半跏像　 1.37 0.57
延喜 13年 913 年 薬師如来坐像
（旧薬師堂）　
醍醐寺（京都府） 1.78 0.49
10 世紀前半 観音菩薩坐像　 長慶院（福井県） 1.41 0.47
承平元年 931 年 釈迦如来坐像※ 5
（上堂）
法隆寺（奈良県） 1.63 0.48





天慶 9年 946 年 阿弥陀如来坐像　 岩船寺（京都府） 1.60 0.49
正暦元年 990 年 薬師三尊像のうち中尊（大講堂）　 法隆寺（奈良県） 1.48 0.38
正暦元年 990 年 同左脇侍像
（大講堂）　
法隆寺（奈良県） 1.51 0.44
正暦元年 990 年 同右脇侍像
（大講堂）　
法隆寺（奈良県） 1.46 0.45
正暦元年 990 年 阿弥陀如来坐像 前神寺（愛媛県） 浮彫り 1.52 0.52
天喜元年 1053 年 阿弥陀如来坐像　 平等院（京都府） 1.70 0.46
治暦 2年 1066 年 薬師如来坐像　 霊山寺（奈良県） 1.47 0.36
11 世紀後半 阿弥陀如来坐像　 法界寺（京都府） 1.55 0.42
12 世紀前半 大日如来坐像　 金剛寺（大阪府） 1.65 0.38
大治 5年 1130 年 阿弥陀如来坐像　 法金剛院（京都府） 1.62 0.39
天承元年 1131 年 阿弥陀如来坐像　 大山寺（鳥取県） 1.56 0.43
保延 5年 1139 年 阿弥陀如来坐像　 安楽寿院（京都府） 1.62 0.40
久安 4年 1148 年 阿弥陀如来坐像　 三千院（京都府） 1.50 0.50
12 世紀半ば 阿弥陀如来坐像　 円成寺（奈良県） 1.52 0.44
仁平元年 1151 年 阿弥陀如来坐像　 長岳寺（奈良県） 1.61 0.43
久寿元年 1154 年 千手観音坐像 峰定寺（京都府） 1.58 0.42
保元 2年頃 1157 年頃 阿弥陀如来坐像
（近衛天皇陵多宝塔）
宮内庁書陵部 1.56 0.50
平治元年 1159 年 観音菩薩坐像　 平勝寺（愛知県） 1.59 0.40
12 世紀後半 阿弥陀如来坐像　 浄厳院（滋賀県） 1.42 0.44
12 世紀後半 勢至菩薩坐像　 七寺（愛知県） 1.56 0.38
承安 4年 1174 年 光背その一　 和歌山県小野町経塚
出土（東博所蔵）
土製 1.28 0.49

























和暦 西暦 作品 所蔵 身光幅 重なり
9世紀 高雄曼荼羅金剛界一印会のうち大日如来像 神護寺（京都府） 1.73 0.78
9世紀 伝真言院曼荼羅金剛界一印会のうち大日如来像 東寺（京都府） 1.60 0.65
9世紀 伝真言院曼荼羅胎蔵界中台八葉院のうち大日如来像 東寺（京都府） 1.59 0.64
9世紀 胎蔵図像のうち宝幢如来像※1 奈良国立博物館 ― 0.80
9-10世紀 釈迦如来立像光背化仏 室生寺（奈良県） 1.94 0.60




応延元年頃 987年頃 釈迦如来立像納入仏画のうち普賢菩薩像 清凉寺（京都府） 1.79 0.50
11世紀 両界曼荼羅金剛界一印会のうち大日如来像 子島寺（奈良県） 1.48 0.54
天喜元年 1053年 鳳凰堂扉絵下品上生（南東扉）のうち阿弥陀如来像 平等院（京都府） 1.33 0.50
12世紀 阿弥陀三尊及び童子像のうち阿弥陀如来像 法華寺（奈良県） 1.65 0.62
12世紀 虚空蔵菩薩像 東京国立博物館 1.32 0.56
12世紀 普賢菩薩像 豊乗寺（鳥取県） 1.41 0.62
12世紀 釈迦如来像 神護寺（京都府） ― 0.59















































（図１） （図２） （図６） （図
10）大正大学副島研究室撮影〈 （図６）は執筆者が加筆） 〉
（図３） 『大和古寺大観』第四巻、新薬師寺、白毫寺、円成寺（一九七七年、岩波書店）（図４）岩城秀親、井上章一『古寺巡礼
　
京都』二五巻、法界寺（二〇〇八年、淡交社）
（図９） 『奈良六大寺大観』第一〇巻、東大寺二（一九六八年、岩波書店）（図
11） 『平等院鳳凰堂平成修理完成記念
　
天上の舞飛天の美』展覧会図録（二〇一三年、サントリー美術館）
（図
12） 『日本美術全集』第一〇巻（一九九一年、講談社）
［付記］
本稿は二〇一五年十二月に大正大学大学院文学研究科に提出した修士論文『平安時代前期仏教彫刻史研究』第六章
「八世紀後半から十一世紀の坐像の光背――醍醐寺旧薬師堂薬師如来像光背を中心に――」に基づき、学内学術研究発表会（二〇一六年六月十五日）において口頭発表した内容を加筆訂正したものです。文化財の調査・撮影および図版掲載にあたっては、ご所蔵各寺院のご協力を賜りました。末筆ながら心より御礼申し上げます。
二四
